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　前日の風雨から快晴の小春日和と
なった11月27日（木）7時30分江
戸博に集合、8時10分出発しました。
和光市に入る頃、5、6合目から上の
雪化粧した富士山がその勇姿を現し
ました。
　東京オリンピックを模したという
白い帽子と赤いブレザーを着用した
川越のボランティアガイドの皆さん
の出迎えを受け、「喜多院」からと
「本丸御殿」からの2班に分かれて
見学しました。川越大師・�*���Ãは
平安時代の天長7年（830）、慈覚大
師が無量寿寺として開き、家康の信
任を得た天海僧正が住職のときに喜
多院となり、その後火事の度に再建
されてきたそうです。３代将軍家光
の時には江戸城内・紅葉山から客殿、
書院などを移築したため、「家光誕生
の間」「春日局化粧の間」が今も残さ
れています。「化粧の間」は天井が
低く、取りはずし可能な階段が今も
ありますが、階上は隠し部屋になっ
ているそうです。狩野探幽の襖絵や、
仏間の等身大の天海僧正坐像も拝見
できました。

　日本三大羅漢の一つである境内の
�’
¦�O�ýは釈迦如来を中央に十大弟
子・十二支・江戸期の職人・その他
生活感あふれる羅漢などぎっしりと
並び、全部で538体あるそうです。
浅間山噴火等による天明の飢饉の犠
牲者を弔うために文政の頃までに建
立されたとのことです。廃仏毀釈後
の修復跡も残っていますが、今は苔
むしてあまり区別がつきません。喜
多院に隣接して東京赤坂の日枝神社
の本社がありました。

　「日本100名城」の一つで全国か
らのお城ファンが訪れるという
’�ý
	Óは築城から560年近く経ってお
り、江戸の守りの拠点の一つとして
歴代城主21人のうち8人が大老や
老中の要職を務めたとのことです。
特に名高いのが松平伊豆守信綱です。
　明治維新後の解体を免れた�Š���š
�<は「大広間」「使者の間」「詰所」な
どが残され、長い廊下・縁側を歩く
と足の裏に優しく懐かしいぬくもり
を感じました。役所、煙草工場、校
舎などに使用された歴史があり、大
きいボール跡が天井にいくつも付い
ていました。

　太田道灌の築城の際、城内に取り
残された三芳野神社に庶民がお参り
すると帰りに厳重な荷物検査があり、
それが童謡「とおりゃんせ」発祥に
なったとのことでした。
　車中から江戸の面影を残す蔵造り
の町並みを眺め、弁当の昼食をとり
ながら、新座市の���›�Éに向かいま
した。総門から山門の間も前日の雨
に洗われた紅葉が目に鮮やかでした。
一般には非公開の本堂と書院、林泉
境内を丁寧な説明のもと特別に拝観
できました。
　本堂奥の書院で高村光雲作・松平
信綱の木像を間近に拝見しましたが、
内裏雛大の坐像で、50畳の大広間の
襖には伊豆守家の家紋が描かれてい
ました。
　書院に面した奥庭園・林泉境内に
下りると芝生が柔らかく、石造の
蛙・狸・河童がユーモラスに鎮座し
ていました。心字池を手前に枯山水
の造りで築山の岩を上り下りしまし

たが、ここも種々の紅葉が見事で手
に触れられる近さで観賞でき、足元
も紅葉の絨毯でした。

　書院横から修復中の仏殿前を通り、
大河内松平家廟所に向かいましたが、
道すがら島原の乱供養塔や野火止用
水開削の功労者・安松金右衛門や川
越藩家老・小畠助左衛門の墓にもお
参りできました。廟所は手前が大多
喜家、奥が松平信綱夫婦の墓もある
伊豆守家、後方に右京大夫家と、三
家歴代の約三千坪の墓域となってい
ます。参道や墓前に幾十と居並ぶ石
燈籠も壮観でした。
　廟所を横に出て、もみじ山からく
ぬぎ林、松林を歩くと「�ú�P�­�é
（九十九塚）」があり、見上げるほど
大きく円墳のようで頂上に石碑が建
てられていました。途中「業平塚」
に立ち寄ってから「歴代塔所」を拝
見、真新しい石燈籠も奉納されてい
ました。広大な境内林の落葉散り敷
く小道はまさに秋深い武蔵野そのも
のでした。
　暮色が刻々変化していく中、三日
月・富士山のシルエット・夜景・水
面のゆらめきなど車窓の眺めも楽し
みながらのスムーズな帰路でした。
　いざ出発の際、施錠され江戸博構
内を出られないというアクシデント
から始まりましたが、予定通り帰着
でき「とおりゃんせ」の “行きはよ
いよい、帰りはこわい” の逆の一日
となりました。� 参加者125人。

【記録】文：広報部会・内匠屋京子
写真：同・佐藤美代子　　

江戸東京博物館友の会　見学会　（平成 26 年 11 月 27 日）
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▲五百羅漢

▲本丸御殿入り口

▲平林寺



◆ このコラムは江戸東京博物館のいろいろ
な職務の方々に執筆をお願いしています。
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　浅草、吾妻橋の東側から墨堤通りを2kmほど北
上すると、右からくる明治通りと交差する。そこを
横断して左折、白鬚橋を渡り最初の信号を右折する
とそこが石濱神社である。橋を歩いているときから、
右前方に神社の一部は見えているので見落とすこと
はない。鳥居をくぐると思ったよりも奥行きがあり、
すぐそばに隅田川があるのと全体が広々としている
ので、都心にある神社とは違った雰囲気である。小
振りではあるが神明造りの社殿が美しい。
　創建は奈良時代の聖武天皇のころというから８世
紀中ごろと古い。ご祭神は天
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どの他、昔はこの辺りまで浅草地域に含まれていたため
（現在は南千住）、「浅草名
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七福神」の一つとして、寿
老神像が祭られている。
　歴史的にも興味深いことが多く、古くはこの辺りは古
代東海道が通じていたという。遠く西日本からの道は大
井川を渡って北上し、（そのころは無かった）江戸城付近
から東進し、隅田川沿いを浅草方面に北上、この石浜辺
りで隅田川を渡って市川市国

こ う の

府台
だい

（下総国国府）に通じて
いた。また、石浜城が築かれ、南北朝時代には足利尊氏
と新田氏との戦いの舞台となったが、その後時代が推移
するうち、お城自体は歴史の舞台から消え去ったという。
　江戸時代には、東に隅田川、西に富士山、北に筑波山
を遠望できる風光明美で清浄な地域であったため、隅田
河畔の名所として庶民の信仰の対象ともなり「東都名所
隅田川八景」や『江戸名所図会』、『東都歳事記』などに

もとりあげられている。
　しばし境内にいるうちに、その江戸時代ここを行き来
した人々の様子や賑やかな光景に思いをめぐらせていた。
〔所在地：荒川区南千住3－28－58、最寄り駅：東京メ
トロ日比谷線・JR常磐線南千住駅〕

【取材】文・イラスト：広報部会・福島信一

【参考文献：『�古地図とめぐる東京歴史探訪』
荻窪圭著・ソフトバンク新書】

〔編集長から〕
　今号から、「えど東京一景」と題して福島信一さんの
イラストと、それにまつわる文章を広報部会員が順番に
担当するコーナーが始まります。さまざまな視点からの
「江戸東京」をお楽しみ下さい。掲載は随時となります。

え ど 東 京 一 景

（1） －石濱神社－

　明けましておめでとうございます！
そして、はじめまして。2013年4月
から図書室に勤務しています。時が
過ぎるのは早いもので、あっという
間に2年が経とうとしています。ま
だまだ未熟者ですが、新たな年を迎
えて、より一層精進していきます。
今年もよろしくお願いいたします。
　さて、お正月と言えば初詣やおせ
ち料理、初売りの福袋など思いつく
ものはたくさんあります。数ある行
事や節句の中でも特別なものですね。
その中でも私が最初に思い出すのは
箱根駅伝です。生中継されるように
なったのは1987年（昭和62）から
というので、私は物心ついたころか

らお正月には箱根駅伝を見ていまし
た。炬燵でみかんを食べながら、箱
根駅伝を観戦するのがお正月の恒例
行事となっています。学生たちの真
剣なまなざし、時に起こるハプニン
グ、予想外の展開に毎年目が離せま
せん。順位もさることながら、学生
たちが懸命に走る姿は清々しく、ア
ナウンサーが伝えるエピソードは涙
を誘います。私にとって、箱根駅伝
は涙なしに見ることはできません。
最近では、“繰り上げスタート” と
いうフレーズを聞くだけで涙が出て
きます。
　その感動の涙によって、大晦日か
ら飲み続けたアルコールもスッキリ！

相模湾の海の色も相まって爽やかな
気分になれます。さらに、観戦に集
中することで、「そろそろ結婚したほ
うがいいんじゃない？」という両親
の小言も聞こえなくなります。また、
応援することにより、ただ炬燵に
入っているだけの寝正月の後ろめた
さも解消され、私は何もしていない
のに達成感を味わうことができます。
　すごいぞ！　箱根駅伝！！
　今年はどんなレースになるので
しょうか。いつか炬燵からではなく
沿道で応援したいと思います。

「お正月の恒例行事」 都市歴史研究室司書　　小宮山　めぐみ（こみやま　めぐみ）
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　ツワブキの花が目につくように
なってきた11月はじめ、池上本門寺
からの続きを歩きました。図会の順
番では次は千束池ですが、ルートの
都合上、馬込の萬福寺から始めるこ
とにしました。

慈眼山萬福寺から馬込八幡宮
　都営浅草線馬込駅か
ら慈眼山萬福寺を訪ね
ます。茅葺屋根、切り
妻造りの四脚門が堂々
とした古刹を感じさせ
る曹洞宗のお寺です。
山門の手前には名馬
「磨

する

墨
すみ

」の像がありまし
た。馬込一帯は丘陵地
で馬の放牧が盛んだっ
たといわれ、お寺には
中世からの遺品として
鞍、鐙

あぶみ

、轡
くつわ

などの馬具
が残されています。萬
福寺は梶原平蔵景時建立と伝えられ、
境内にはその説明板とお墓もありま
す。しかし、図会では霊牌の表にある
法名に鎌倉時代には使われなかった
「大居士」とあるため、後世造られた
ものではないかと疑問を呈していま
す。後北条の時代になって馬込の地
を領していた小田原北条家の家臣梶
原三河守や梶原助五郎と混同し、景
時が有名なために寺僧らが誤って伝
えたのではないかとしています。景
時の肖像といわれる木像についても
「寺僧ハ景時の像なりといえども是も
又三河守の像なるべし」とあります。
　萬福寺から少し戻って馬込八幡宮
へ向かいます。馬込全域の総鎮守で、
建久4年（1193）に頼朝の家臣であ
る渡辺対馬守正久が京都石清水八幡
宮の分霊を勧請し、翌年遷宮したと
いわれます。拝殿前にはちょっと愛

らしい造形の狛犬がありました。慶
応元年（1865）にこの辺りの人々に
よって寄進されたものらしく、台石
には古い地名ごとに寄進者の名前も
刻まれています。

中延八幡宮から千束池
　来た道を第2京浜まで戻り、道な
りに国道を横切ると中延方面への道
が続いています。30分ほど歩くと
東急大井町線の荏原町駅に突き当た
り、踏切を渡ってすぐ左側に法連寺
と旗岡八幡神社が見えます。図会で
は「中延邑に在す故に号とす」とあ
り、中延八幡宮としていますが、長
元3年（1030）源頼信が平忠常追討
のため陣を敷き、旗揚げしたこの地
を旗岡あるいは旗の台と呼んだため、
旗岡八幡宮が通称となったようです。
創建ははっきりしませんが、頼信を
祖先に持つ荏原郡の領主荏原左衛門

尉義宗の家に伝わる八幡大菩薩の神
像を安置したのがはじまりといわれ
ます。かつて境内左手の絵馬殿に懸
けられていた品川区指定有形文化財
の大絵馬は社務所に保存されていて、
お願いすると中に入って見ることが
できます。境内は早くも七五三で着
飾った親子連れで賑わっていました。
　戻ってまた踏切を渡り、商店街を
通って東急池上線の旗の台駅まで歩
きます。2つ目の洗足池駅で降り、駅
前の中原街道にかかる歩道橋に上る
と池が見渡せます。反時計回りで池
を回ることにしました。少し行くと
左側の竹林に日蓮聖人袈裟掛け松の
由来を書いた看板があります。中に
入ると小さな庵の境内に何代目かに
当たる松の木がありました。千束池
は日蓮聖人が身延から池上宋仲の屋
敷に向かう途中、この池で足を洗っ
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会
を
歩
く
…
⑰

［慈眼山萬福寺から光明寺池］
たという伝説から洗足池と呼ばれる
ようになりました。番外ですが、こ
の先に勝海舟夫妻の墓所が海舟の別
邸洗足軒跡にあり、墓の左手には西
郷隆盛の留

りゅう

魂
こん

碑
ひ

と祠があります。こ
れらは海舟が隆盛の死を悼んで私費
で木

き

下
ね

川
がわ

薬師、浄光寺境内に建立し
たものですが、荒川改修工事で寺が
移転したためここに移されました。
池の北西側には千束八幡神社があり、
ここには名馬「池

いけ

月
づき

」の像が立って
います。

鳳来寺峯の薬師から光明寺池
　洗足池を一周し、また池上線に
乗って久が原駅で下車。環八通りを
越えて鳳来寺峯の薬師を目指します。
このお寺は真言宗峯照山正善寺とい
いましたが、中興三世の順宥が三河
国鳳来寺より勧請した薬師如来が峯
の薬師として信仰を集めました。正

善寺は大正11年（1922）に観蔵
院と称するようになりました。
境内には実のなる木が多く植え
られ、クチナシやロウバイがた
くさん実をつけていました。
　観蔵院を右に出て、環八通り
と多摩堤通りの間の細い道を南
に15分ほど歩くと大金山光明
寺に着きます。元は真言宗でし
たが、寛喜年間（1229-1232）に
浄土宗西山派の祖、善慧上人が
再興して浄土宗に変わりました。
鐘楼の前には図会で荒塚とある
丘があり、頂上に立つ木の下に

は古い五輪塔や石像の残欠でしょう
か、石の破片がまとめられているの
が見えました。この丘は江戸遠江守
の墓所ともいわれていましたが、平
成の発掘で6世紀前半の古墳と判明
しました。境内南側には「光明寺の
南に添う。往古矢口の川筋なりしと
いえり」とあるように、古い多摩川
の流路の名残とされている光明寺池
があります。埋め立てでだいぶ小さ
くなったとはいえ今も池は残ってい
ます。しかし、多摩堤通り沿いに金
属塀が巡らされ、一般公開されてい
ません。かろうじて塀のわずかな隙
間から水面をのぞき見ただけで終わ
りました。

【取材】歩いた人（文・写真とも）：
　広報部会・中村貞子

（えど友ホームページに地図と写真
レポートが掲載されています）

江戸

萬福寺山門

▲千束池　袈裟掛松
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第３期（１～３月）の講座休止について
　１～３月は江戸東京博物館のリニューアル工事にあたり
ますので、全ての古文書講座は休止となります。なお、
27年度は例年通り５月から開講します。引き続き大勢の
ご参加をよろしくお願い致します。

【企画担当責任者】宮　俊（事業部会）

「再訪　江戸城周辺の探訪―その 5（外濠）」
◆�このシリーズの最終回です。江戸城外濠は、江戸城外郭
を東西約5.5km、南北約3.5kmの楕円形で囲み、いか
なる敵をも寄せ付けない巨大な要塞です。この外濠は絶
大な権力をもつ江戸幕府の天下普請により、江戸城総構
え工事として完成させました。今回はその外濠跡に沿っ
て、溜池～数寄屋橋門～常盤橋門までを散策します。現
在はほとんど埋め立てられてしまいましたが、その周辺
に残る遺跡、遺構を探訪し、江戸城外濠の壮大さと歴史
をしのびます。所要時間は約３時間半、大手町呉服橋で
解散となります。

　�（この見学会は、平成26年10月12日実施予定でしたが、
台風のため延期になっていたものです）

•開催日：3月8日（日）　12時45分集合
　 集まり次第、時間前でも順次出発します。
•集合場所：�東京メトロ銀座線・南北線「溜池山王」駅�

7番出口（地上）　山王パークタワー前
•申込締切：2月26日（木）必着
•定員：�150人　同伴者可（はがきに氏名、住所、�

電話番号連記）
•参加費：会員、同伴者とも500円（当日払い）

【企画担当責任者】山本　隆・大澤憲一（事業部会）

第 149 回「常設展示リニューアルの概要」
講師　新田　太郎さん（江戸東京博物館学芸員）
◆�江戸東京博物館は、今年で開館22年を迎えます。この
間、常設展示室では累計2220万人のお客様にお越しい
ただき、大量の実物資料や臨場感あふれる模型、わかり
易いガイドボランティアの解説などに好評をいただいて
おりますが、一部の機器や設備に老朽化がみられ、展示
本来の機能が十分に発揮できなくなってきております。
そこで、常設展示の長所を更に発展させるため、開館以
来の研究成果を採り入れ、学校教育や旅行者の需要に応
え、バリアフリーに配慮した展示とするべく、展示室を
リニューアルする運びとなりました。今回は、友の会の
皆様に向け、いち早くその概要をご紹介します。

◆講師略歴：にった・たろう
　�平成７年より江戸東京博物館勤務。「近代版画に見る東
京展」、「絵すごろく展」、「東京流行生活展」、「美しき日
本展」などの企画を担当。平成20年より東京都歴史文
化財団事務局に勤務。平成23年度より江戸東京博物館
に戻り、現在は事業企画課展示事業係長。

•開催日時：１月24日（土）　14時～15時30分
•申込締切：１月15日（木）必着
•会場：江戸東京博物館・１階ホール
•定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
•参加費：無料

【企画担当責任者】下永博道（事業部会）

第 150 回「町奉行所の与力・同心」
講師　滝口　正哉さん�
� （千代田区教育委員会文化財調査指導員）
◆�江戸の人口は18世紀には100万人に達し、その約半数
が町人と言われています。彼ら町人と江戸の町を管轄し
たのが南北２カ所の町奉行所で、大岡忠相や遠山景元な
ど名奉行が登場したことは有名です。しかし、奉行の配
下には与力・同心という御家人身分の役人がいて、南北
合わせても300人に満たない彼らが江戸の町政を支えて
いた実態はあまり知られていません。今回は彼らが担っ
ていた多彩な仕事内容についてご紹介いただきます。

◆講師略歴：たきぐち・まさや
　�早稲田大学教育学部社会科地理歴史専修卒業。立正大学
大学院文学研究科博士課程満期退学。博士（文学）。現在
千代田区教育委員会文化財調査指導員、立正大学・成城
大学非常勤講師。専門は近世都市史・文化史。著書に『千
社札にみる江戸の社会』（同成社）、『江戸の社会と御免富』
（岩田書院）
•開催日時：２月28日（土）　14時～15時30分
・申込締切：２月16日（月）必着
・会場：江戸東京博物館・１階ホール
・定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
・参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】宮　俊（事業部会）

江戸博休館中の「友の会」活動について
　皆様すでにご承知のように、江戸博常設展示室は平成26
年12月１日（月）から平成27年３月27日（金）まで休室、３
月９日～３月27日は江戸博全館が休館となります。
　古文書講座は、会議室が使えなくなるため26年度の第３
期はお休みとなりますが、他の友の会の活動（セミナー、見
学会、学習会など）は通常通り行われます。『えど友』誌上
の催事案内や、ホームページでご確認の上お申し込みくだ
さい。皆様の参加をお待ちしております。
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会員優待のお知らせ会員優待のお知らせ

●特別展
　「探検！体験！ 江戸東京」
会　期：12月２日（火）～３月８日（日）
休館日：毎週月曜日（ただし１月12日、１月19日は開館）。

12月28日（日）～１月５日（月）は休館
会　員：無料（要会員証提示）
同伴者：一般240円、65歳以上120円、大・専門生190円
　　　　＊高校生、中学生は65歳以上と同じ。
　　　　＊�未就学児童、小学生、都内在住・在学の中学生は

無料。
●（注）割引を受けられる同伴者は1人だけです。

好評開催中！

第７回（平成 26 年度 第２回）
足立区立 郷土博物館を訪ねる
◆�足立区立郷土博物館は昭和61年に開館し、平成21年リ
ニューアルオープンしました。足立区は江戸東京の東郊
にあたり埼玉県に接しています。利根川から幾筋も川が
分流してできた平坦な湿地帯であったため、江戸時代か
ら新田開発が進んだ地域です。

　�当館はそんな環境の中に建っています。素晴らしい庭園
も隣接しているのでたまには都会の喧騒を離れゆったり
と散策するのはどうでしょうか。ちょっと寒いかも…

•開催日：�2月18日（水）10時～12時
（受付は10時～10時30分）

•開催場所：�足立区立郷土博物館
（1時間30分程の学習会）

　　○�学習会の主な内容　�館の紹介・常設展示と特別展の
見学

•交通アクセス：JR常磐線「亀有」駅下車（東京メトロ
千代田線乗り入れ）亀有駅北口より東武バス④［八潮駅
南口］行（所要時間約8分）「足立郷土博物館」下車　徒
歩1分

•申込締切：１月29日（木）必着
•定員：60人　（会員のみ）
＊�定員を超えた場合は抽選、ご希望に添えないこともあり
ます。

•参加費：500円
【企画担当責任者】清水昌紘（事業部会）

催事申し込みのはがきについて
　消費税が上がる前の 50 円はがきで催事を申し込まれ
ている事例がいくつかみられます。50 円はがきを使用
されるときは２円切手を貼って出してください。
　また、往復はがきを使用されている事例もあります。
普通はがきで申し込んでください。

えど友ホームページを見てみよう！

　友の会のホームページをご利用されていますか？
　このホームページでは、
●会報『えど友』が PDF ファイルの形式で１号から最新

号まで読むことができます。
●ホームページに掲載する『えど友』PDF 版を78号から

写真などをカラーにしました。
●見学会や「江戸名所図会を歩く」については、『えど友』

に掲載できなかった写真も多数載せています。地図も掲
載していますので、自分で行ってみることができます。

●「江戸東京情報」として、江戸東京に関係する展覧会・
イベントの最新情報を掲載しています。

●「江戸東京情報」のリンクから『江戸名所図会』の原本
が見られます。

　 他にもたくさんの情報が掲載されています。何が見つか
るか、えど友ホームページを探検してみませんか？

　「えど友」で検索すると、すぐに出てきますよ！
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お申込方法
＊「えどはくカルチャー」など江戸博への申込とは違います。

普通はがきで宛先も 「友の会事務局」と明記して下さい。
お間違いないよう、お願いします。

◆ 普通はがきに、①催事名（略名可）・開催日、②会員番号
（必須）、③氏名（同伴者連記）を明記して下記の「友の会
事務局」へ。

◆申込は、催事ごとに会員１人１通。
◆友の会へのご意見・ご要望があれば記入して下さい。
◆申込先：〒 130-0015　東京都墨田区横網 1－4－1
　　　　　江戸東京博物館 「友の会事務局」

＊お申込いただきますと、「受講票」をお送りします。当日ご持
参のうえ、受付で登録して下さい。

　なお「受講票」は逐次お送りするのではなく、申込締切数日後
一斉にお送りしますので、それまでお待ち下さい。

＊いずれも申込多数の場合は抽選となることがあります。
＊「受講票」未着のお問合せや参加予定変更の連絡などはなるべ
く事務局員出勤の火曜日か金曜日（10 時～12 時、13 時～17
時）にお願いします。

＊「受講票」がないと受講できません。必ず事前に申込をしてか
らご参加下さい。


